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本
書
は
、
三
百
年
以
上
に
わ
た
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
歴
史
を
概
観
す
る
こ

と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
に
新
た
な
視
座
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
意

欲
作
で
あ
る
。
 

 
本
書
の
目
的
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
中
心
で
語
ら

れ
る
現
代
世
界
の
成
立
を
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
を
通
し
て
再
考
す
る
こ
と
で

あ
る
。
第
二
に
、
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
帝
国
諸
地
域
へ
の
政
治
的
・
経

済
的
支
配
と
い
う
負
の
側
面
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
自
由
貿

易
体
制
と
い
う
枠
組
み
や
国
際
公
共
財
と
呼
ば
れ
る
便
宜
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
帝
国
内
外
の
様
々
な
国
家
や
人
々
に
機
会
や
活
躍
の
場
を
与
え
た
と
い

う
積
極
的
な
側
面
を
明
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
全
体
は
序
章
、
終
章
を
除
く
三
章
か
ら
な
り
、
以
下
各
章
の
内
容
を
紹
介

す
る
。
 

 
第
一
章
で
は
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
の
環
大
西
洋
世
界
と

ア
ジ
ア
世
界
へ
の
進
出
を
通
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
形
成
過
程
が
描
か
れ

て
い
る
。
北
米
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
入
植
か
ら
始
ま
っ
た
国
外
進
出
は
、

西
イ
ン
ド
諸
島
で
の
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
お
よ
び
労
働
力
確
保
の

た
め
の
奴
隷
貿
易
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
植
民
地
間
貿
易
網
「
大
西
洋
の
三

角
貿
易
」
を
形
成
し
た
。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
十
七
世
紀
以

降
豊
か
な
ア
ジ
ア
で
の
交
易
に
参
入
し
、
綿
織
物
や
茶
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
産

品
を
イ
ギ
リ
ス
へ
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
環
大
西
洋
地
域

に
再
輸
出
さ
れ
た
。
十
八
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
を
結
節
点
と
し
て
、
ア
ジ
ア
と

環
大
西
洋
地
域
を
結
合
し
た
貿
易
構
造
が
も
た
ら
し
た
変
化
は
商
業
革
命
と

呼
ば
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
帝
国
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ

た
。
 

 
第
二
章
で
は
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国

最
盛
期
の
実
態
を
詳
述
し
て
い
る
。
十
九
世
紀
初
頭
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ナ
ポ

レ
オ
ン
戦
争
と
産
業
革
命
の
影
響
に
よ
り
様
々
な
保
護
主
義
的
政
策
が
見
直

さ
れ
た
。
十
九
世
紀
中
葉
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
公
式
・
非
公
式
と
も
急

速
に
拡
大
し
た
が
、
そ
こ
で
は
自
由
貿
易
体
制
が
基
本
的
な
枠
組
み
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
産
業
部
門
よ
り
も
金
融
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
利
害
に
即
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
際
金
本
位
制
、
世
界
規
模
の
運
輸
通
信
網
、
国
際

法
体
系
、
安
全
保
障
体
制
な
ど
国
際
公
共
財
を
提
供
し
、
帝
国
内
外
の
発
展

に
寄
与
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
的
な
影
響
力

を
行
使
し
得
た
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
家
で
あ
っ
た
。
 

 
第
三
章
で
は
、
二
十
世
紀
以
後
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
再
編
・
解
体
、
そ
し

て
影
響
力
の
低
下
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
、

イ
ギ
リ
ス
は
軍
事
力
・
政
治
力
を
低
下
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
的
影
響

力
「
構
造
的
権
力
」
が
よ
り
重
要
性
を
増
し
た
。
だ
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

植
民
地
を
喪
失
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
経
済
力
も
失
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
帝

国
は
解
体
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

 
本
書
の
意
義
は
次
の
二
点
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
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リ
ー
の
視
点
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
が
関
係
し
た
広
範
な
領
域
に
つ
い
て
有
 

機
的
な
関
係
性
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
 

関
す
る
こ
こ
二
十
年
の
研
究
成
果
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
で
 

あ
る
。
初
学
者
は
も
ち
ろ
ん
、
帝
国
論
や
植
民
地
論
に
関
心
を
持
つ
方
々
に
 

も
新
た
な
発
見
を
も
た
ら
す
一
冊
で
あ
ろ
う
。
 
 
 
 
 
（
谷
口
謙
次
）
 

 


